
文部科学省におけるナノテクノロジー・材料分野に関する
研究開発評価システムの概要

○ 物質・材料研究機構

[業務評価]
独立行政法人として、各事業年度及び中期目標の期間において、業務の実
績に関して独立行政法人評価委員会の評価を受ける （独立行政法人通則法第。
３２条、第３３条）

[研究課題評価]
機構で行われる研究課題を対象に、機構独自で評価を行う予定。

（参考）
○ 旧無機材質研究所における研究課題評価

[プロジェクト研究評価]
プロジェクト的な研究課題に対して、事前及び事後の評価を行う （５年以上の研究期。
間を有するものは中間評価も行う ）外部専門家及び必要に応じて外部有識者からなる外。
部評価委員会が評価を行う。

[グループ等研究評価]
人当研究費等による研究課題に対して、事前及び事後の評価を行う （５年以上の研究。
期間を有するものは中間評価も行う ）原則として研究所職員による所内評価委員会が評。
価を行う。

[その他]
外部資金による研究等別途外部組織による評価が実施されるものについては、研究所独
自の外部評価は行わない。

○ 旧金属材料技術研究所における研究課題評価

[大型プロジェクト研究評価]
大規模かつ重要な研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行う。外部専門
家及び外部有識者による課題評価委員会が評価を行う。

[重点研究評価]
大型プロジェクト以外の重点的資金による研究課題に対して、事前、事後及び中間時期

。 。に評価を行う 原則として外部専門家及び外部有識者による課題評価委員会が評価を行う

[一般研究評価]
人当研究費による研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行う。外部専門
家による課題評価委員会又は担当研究部長が評価を行う。

[その他]
競争的資金による公募型研究など外部組織が評価を行う研究課題については、研究所が
別個に評価を行うことはしない。



○ 理化学研究所

[基礎科学研究等課題評価]
当該研究課題のうち年間数千万円から２億円程度の課題に対して、事前、
事後及び中間時期に評価を行う。評価は、主任研究員で構成する研究課題予
（ ） 。算委員会 内部評価 及びメールレビュー等による外部評価により行われる

[フロンティア研究システム研究評価]
当該研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行う。外部専門
家等によるフロンティア研究システム研究評価委員会が評価を行う。

○ 科学技術振興事業団

[戦略的基礎研究推進事業評価]
当該事業における研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行
う。評価は研究統括が領域アドバイザー及び必要に応じ外部専門家の協力を
得て行う。

[創造科学技術推進事業評価]
当該事業における研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行
う。評価は新技術審議会又は外部専門家が行う。

[国際共同研究事業評価]
当該事業における研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行
う。評価は新技術審議会又は外部専門家が行う。

○ 日本学術振興会
[未来開拓学術研究推進事業評価]
当該事業における研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行
う。評価は外部の研究者等による研究評価委員会が行う。

○ 科学研究費補助金
当該事業における研究課題に対して、研究種目等に応じて事前、事後及び
中間時期に評価を行う。研究課題に応じて、科学技術・学術審議会又は日本
学術振興会科学研究費委員会等が評価を行う。

○ 科学技術振興調整費
当該研究課題に対して、事前、事後及び中間時期に評価を行う。研究課題
に応じて、外部専門家等による政策評価小委員会が評価を行う。


